
近畿大学交換・派遣留学帰国報告書 

交換・派遣留学帰国報告書 
 
学部・学科：                   
学籍番号：                    
氏名：                      
 
※留学を希望している近畿大学学生があなたと連絡を取りたい場合、あなたのメールアド

レスを学生に伝えることに同意しますか。 
□同意する       □同意しない 

同意する場合、連絡可能なメールアドレス  
 
留学先国名：                       
留学先都市：                       
留学先大学：                       
留学先所属学部：                     
留学期間：   年   月～   年   月 
学年（出発時）：   年 
帰国報告書提出日：   年   月   日 
 
１．留学先大学について 
（１）留学先大学の特長 
 
 
 
 
 
（２）留学先大学のサポートについて 
語学面でのサポート 

 
 
 
 
 勉強面でのサポート 
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精神面でのサポート 
 
 
 
 
 生活・住居面でのサポート 
 
 
 
 
２．生活環境等について 
（１）住居についてアドバイスを含め自由に記入してください。 
 
 
 
 
 
 
（２）パソコンについて 
 PC の保有状況：□日本から持参した  □現地で購入した □保有しなかった 
 Wi-Fi の有無：□有  □無 
 住居内でｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続していた場合、プロバイダー、料金等について記入してください。 
  
 
 
 
 大学での PC の使用可否：□使用できた □使用できなかった 
 大学で PC を使用していた場合、施設の場所や時間制限等について記入してください。 
 
 
 
 
（３）医療について 

Health center（大学内施設として）の有無：□有  □無 
留学中に病院で受診したことがありますか。健康管理、衛生面について特に注意すべき

ことを記入してください。 
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（４）銀行口座について 
 留学先で口座を開設しましたか。どのように準備・手続きをしましたか。 
 
 
 
 
（５）異文化体験について 
 留学先の文化や習慣の違い等について記入してください。 
 
 
 
 
 ボランティア等、課外活動を行いましたか。 
 
 
 
 
 留学先の安全性や外国人への態度等、留意していたことがあれば記入してください。 
 
 
 
 
３．後輩へのアドバイスについて 
（１）現地で参考となった留学先国の情報（HP や出版物等）を記入してください。 
 
 
 
 
（２）日本から持参すると良いと思われるものを記入してください。 
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（３）留学したことによって得られたことについて記入してください。

語学力：留学前－資格試験名称          点（級）

留学後－資格試験名称   点（級） 
 

（４）留学において最大のトラブルは何でしたか。

（５）授業について：クラスの人数、成績評価、現地学生の取り組み方等

（６）留学期間中に就職活動をしましたか。どのように活動したか教えてください。

４．費用について

留学費用の概算を円で記入してください。

（１）留学時のレート：   

（２）航空運賃：           

（３）住居費（月額）：    ×留学期間月数  カ月＝     

（４）食費（月額）：    ×留学期間月数  カ月＝     

（５）保険料：   

（６）その他：       

（７）留学費用の合計：      
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５．その他 自由に記入してください。

６．留学先大学のキャンパス等、思い出に残る写真をぜひ添付して送信してください。 


	topmostSubform[0]: 
	Page1[0]: 
	PrintButton1[0]: 
	fill_1[0]: 文芸学部文学科韓国語コース
	fill_2[0]: 
	fill_3[0]: 
	RB1[0]: 1
	email[0]: 
	fill_5[0]: 韓国
	fill_6[0]: ソウル
	fill_7[0]: キョンヒ大学
	fill_8[0]: 生活科学学部
	fill_9[0]: 2015
	fill_10[0]: 3
	fill_11[0]: 2015
	fill_12[0]: 12
	fill_13[0]: 3
	fill_14[0]: 2016
	fill_15[0]: 1
	fill_16[0]: 15
	fill_17[0]: ソウル市内にある韓国でも有名な私立大学で外国人留学生も多く在籍する。またキャンパスが綺麗なことが有名でキャンパスにいながらも韓国の四季を体験することができる。
	fill_18[0]: 前期から学部の授業を受けたので語学面でのサポートは特になかったが、希望すれば別途お金を払い学部の授業と並行して語学堂に通うことができる。
	fill_19[0]: IFCCという韓国人と交流するサークルのバディー制度を利用してテスト前には一緒に勉強をした。

	Page2[0]: 
	fill_21[0]: 留学中困ったことがあれば、国際交流処のスタッフに相談すると解決してもらえる。
	fill_22[0]: 学校が提供している寮があり希望すれば入居することが出来る。寮費は月240000Wで3回に分けて振り込んだ。
	fill_23[0]: 学校の２つある寄宿舎の中で世和園という寄宿舎で生活をした。部屋は2人１部屋で最初は英語しかできないルームメートで初めのうちは苦労した。寮には門限があり、休日以外は１２時に門が閉まる。外泊する際には寮のホームページで申請をしなければならない。また１ヶ月半に１度のペースでルームチェックがあり、部屋を綺麗にしておかなければならない。また何か困ったことがあれば、住み込みで働いている職員に相談すると解決してもらえる。
	RB2[0]: 1
	RB3[0]: 1
	fill_24[0]: 部屋の中に有線LANがあり、無線LANを買って接続するといつでも使うことができる。また学校の中はWiFiが繋がっておりいつでも使うことができる。
	RB4[0]: 1
	fill_25[0]: 寮の一階にパソコンとプリンターがあり、課題をするときによく使った。また稀に日本のパソコンでは見れないサイトがあったので助かった。
	RB5[0]: 1

	Page3[0]: 
	fill_31[0]: 一度風邪で病院にかかったことがあった。日本に比べて空気が汚くて風邪をひきやすかった。
	fill_32[0]: 行ってすぐに学校の近くのウリ銀行で口座を開設した。パスポートさえあれば無料で作ることができる。また口座を作ると一緒にチェックカードももらえて、利用した。
	fill_33[0]: 日本の隣の国なので大きな違いはなかったが、日本に比べて儒教思想が強いからか高齢者を敬う社会だと実感した。また料理は日本に比べて辛い料理が多いので辛いものが苦手な人は苦労すると思う。
	fill_34[0]: 夏休みに韓国の外務省が主催の日中韓の交流行事に参加した。来年も同じ時期に開催され、無料で参加できるので、時間があれば参加すると良い経験になると思う。
	fill_35[0]: 私自身留学中危険な思いをすることはなかったが、韓国人の中には日本を嫌っている人もいるので注意しなければならない。
	fill_36[0]: 遊びに行くときの参考としてkonestとseoulnaviはよく活用した。また韓国生活における様々な情報も掲載されているので、困ったことや何か知りたいことがあれば活用できると思う。
	fill_37[0]: 韓国は日本の冬に比べて寒いので日本で使っているものよりも分厚めのアウターを準備するといいと思う。またたまに日本食が恋しくなると思うのでその時用に味噌汁などを持っていくといいと思う。

	Page4[0]: 
	fill_41[0]: TOPIK
	fill_42[0]: 4
	fill_43[0]: TOPIK
	fill_44[0]: 6
	fill_45[0]: 留学に行く前もある程度韓国語を理解できる状態だったが、スピーキングが苦手だった。しかし毎日授業を聞いたり、韓国語で友達とたくさん話し、韓国語で話すことにも慣れ、その結果TOPIKの6級に合格できたと思う。とにかく積極的にたくさん話して韓国語を自分のものにすることが大事だと思う。
	fill_46[0]: 一度バスに携帯を置き忘れて携帯を無くしかけたことがあった。幸いすぐに見つかったので良かったが、大事になるところだった。
	fill_47[0]: 前期は外国人授業２つと学部の授業２つの計４つと、後期には外国人授業２つと学部の授業３つの計５つを受講した。学部の授業は韓国人と一緒に受けるものなので授業の進むスピードが早く大変だった。韓国人の学生はテスト前など深夜まで熱心に勉強をする学生が多かった。またテストだけでなく、発表も成績評価の重要な要素なので本番までに何回も集まって良い発表に仕上げようと努力していた。また発表やPPTを作るのが非常に上手だった。成績は相対評価でどの学生もB-以上の評価を得ようと努力していた。
	fill_48[0]: 留学中就職活動は行わなかった。
	fill_49[0]: ９３０
	fill_50[0]: 行き27000円帰り16000円
	fill_51[0]: 240000W
	fill_52[0]: 10
	fill_53[0]: 2400000W
	fill_54[0]: 350000
	fill_55[0]: 10
	fill_56[0]: 3500000W
	fill_57[0]: 14万円
	fill_58[0]: 月に１万円ほど
	fill_59[0]: 100万円ほど

	Page5[0]: 
	fill_60[0]: 留学に行く前は授業についていけるか、友達ができるかなど不安だったけれど終わってみると今までの人生の中で一番楽しい10か月になりました。授業も先生の話すスピードや授業の進行が日本よりも早く、課題も多く、また日本でも勉強したことのなかったファッションやマーケティングの授業では日本語でも聞きなれない単語ばかりで最初はついていくのに大変でした。しかし授業の回数を重ねるとだんだんと慣れ、毎日楽しく授業を受けることができました。留学を通して日本で単に韓国語を専攻しているだけでは勉強できなかったファッションについてやマーケティングなど自分の興味があった学問を学べた良い経験になりました。また１０ヶ月の滞在を通し、韓国語の上達をとても実感することができました。日本で２年間韓国語を勉強してから留学に行ったので、最初からある程度は韓国語を話せる状態でしたが、日本で勉強しているとどうしても韓国語を使う機会が少なく、留学当初はまだまだスピーキングに不安がありました。しかし毎日授業を聞いたり、友達と韓国語でたくさん話すにつれて徐々に韓国語で話すことにも慣れ、今では普段の会話にはほとんど問題が無くなりました。しかし韓国に留学に行き、韓国語だけではなく英語を話す能力も必要だということも実感しました。最初に実感したのはベトナムから来たルームメートに出会った時でした。留学に来る前はまさか韓国語が喋れない人とルームメートになるとは思いませんでした。最初は少し戸惑いましたが、拙い英語ながらも仲良くすることができいい思い出になりました。また留学を通して外国人と関わる機会がとても多かったのですが、中には英語しか話せない人も多くいて、一緒にいる時は別の友達に英語を韓国語に通訳してもらったり、話したいことが英語で話せなかったりともどかしさを実感しました。先ほども述べた通り留学を通して多くの人と友達になりました。特に一緒に生活していた寮で友達がたくさんできました。毎日ご飯を食べに行ったり、休日には街に出かけたり、夜遅くまで部屋で喋ったり、一緒に旅行に行ったりひとつひとつが忘れることのできない一生の思い出になりました。世界各国から来た学生が韓国に魅力を感じ集まり、韓国語で会話をしながら生活を送る普通の人は絶対に体験できない経験ができました。もし韓国語を勉強していなかったら出会うことのなかった一生の友達にたくさん出会えて良かったです。帰国した今でもスカイプで通話をしたり連絡を取り合っています。また１０ヶ月の留学を通して旅行ではいけなかった色々な場所に行くことができました。特に夏休みに入ったチェジュ島はとても綺麗な場所で、海産物も美味しくいい旅行になりました。最後に１０ヶ月の留学で実際に長い期間韓国に住んでみて、留学に行く前よりもさらに韓国のことが好きになりました。インターネットなどを見ると日韓関係の話はいい話が多くありませんが、留学中何も危険な目に遭うこともなく、楽しい時間を過ごすことができました。これからもどういった形になるか分かりませんがずっと韓国に関わりながら過ごしていきたいと思います。




